
No.415
2026.4.1

発行　東京・ 生活者ネットワーク
〒160-0021　東京都新宿区歌舞伎町2-19 -13 ASK ビル 4・5 階
TEL.03-3200-9189　FAX.03-3200-9274
E メール　tokyo@seikatsusha.net
URL　 https://www.seikatsusha.me
発行責任者　山内玲子
定価  年間 1000 円・1 部 100 円　郵便振替口座  00130-3-18417
毎月 1 回 1 日発行　1994 年 5 月 23 日第三種郵便物認可

みなさまのカンパを募集しています。郵便振替口座番号 00130-3-18417　加入者名「東京・生活者ネットワーク」

生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。

3232
3838

地域ネット

中野ネット
包括的性教育とは～今なぜ必要なのか～
４月25日（土）13：00 ～ 15：00　野方区民活動セ
ンター 2階ギャラリー（野方駅）　講師：池田賢市
さん（中央大学教授）　300円　03-5942-6703

世田谷ネット
これからの日本はどうなるのか？！
5月3日（日）13：30 ～ 15：30　成城ホール4階集
会室D（成城学園前駅）　講師：金子勝さん（慶應
義塾大学名誉教授）　500円　03-3420-0737

　年明け早々、衆議院が急な解散となり、第 51 回衆議院

議員総選挙が行われました。その結果は周知のとおりで

すが、投票した 18 歳以上の有権者だけではなく、18 歳

未満の子どもも選挙結果の影響をうけます。模擬選挙推

進ネットワークは、2003 年の総選挙以降、未来の有権者

（2015 年までは 20 歳未満、公選法改正で投票年齢が引き

下がった 2016 年以降は 18 歳未満 ) を対象に、国政選挙に

あわせて「未成年 “ 模擬 ” 選挙」の実施を呼び掛けてきまし

た。そして今回も、入試シーズンや年度末等の制約はあっ

たものの、模擬選挙を実施しました。そして、中学校 9 校、

高校 9 校の計 18 校で模擬選挙が行われ、2371 人の未来の

有権者が一票を投じました。

　模擬選挙の結果は、次のグラフの通りです。

　実際の選挙結果以上に、模擬選挙では自民党や国民民

主党、チームみらいに票が集まりました。模擬選挙で自民

党に投票した意見を見ると、意外にも高市首相のキャラ

クターで選んだというよりも政策（ボートマッチを使う

など）で選んだという意見が多かったです。そして、中道

が今回大惨敗した理由としては、その知名度不足以上に、

外交やエネルギー政策、財政問題などが今回の選挙の前

に隠れてしまったからだと言えそうです。

　また、左右という立ち位置からみた場合、今回の模擬選

挙の傾向としては、左右の極端な政策を嫌い、穏健保守と

いった傾向が強く、左

右という対立構造か

ら一歩引いたスタン

スであったチームみ

らいがかなり票数を

集めているというこ

とを考えると、与野党

全体に「対決より解

決」を求めているとい

えると思われます。

　物価高対策や経済

という点もさること

ながら、外交やエネル

ギー政策、また大きな

影に隠れてしまった

夫婦別姓などなど多

岐にわたる政策など、

自分の関心分野で比

較できるボートマッ

チの利用はますます

増えていくだろうと思われます。

第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
お
け
る
模
擬
選
挙
の
実
践
か
ら

模擬選挙推進ネットワーク／東洋大学准教授林　大介

2026総選挙　比較（実際／模擬）

た
。子
ど
も
も
大
人
も
地
域
の
人
も

「
一
緒
に
い
る
の
が
当
た
り
前
」
と
迷

い
な
く
受
け
止
め
て
い
る
姿
に
出
会

い
、
こ
れ
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
い
う

こ
と
な
の
だ
と
腑
に
落
ち
た
。

　

視
察
で
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
学

校
で
、
様
々
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
▼「
自
分
探
究
」と「
社

会
的
バ
リ
ア
を
知
る
」
取
り
組
み
▼
子

ど
も
同
士
で
「
学
び
合
う
」
取
り
組
み

▼
「
苦
手
」
を
回
避
で
き
る
道
具
や
し

く
み
を
考
え
、「
好
き
」
を
伸
ば
す
取

り
組
み
▼
安
心
で
き
る
「
避
難
ス
ペ
ー

ス
」
を
用
意
す
る
取
り
組
み
▼
支
援
担

当
の
教
員
が
担
任
や
学
級
全
体
を
支

援
す
る
「
入
り
込
み
」
と
い
う
取
り
組

み
▼
臨
床
心
理
士
や
言
語
聴
覚
士
、
作

業
療
法
士
な
ど
の
「
専
門
職
」
を
学
校

教
育
に
上
手
く
活
用
し
、
子
ど
も
も
教

員
も
負
担
を
減
ら
し
個
性
を
活
か
し

た
個
別
最
適
を
め
ざ
す
取
り
組
み
―

―
等
々
実
践
例
は
多
岐
に
わ
た
る
。

■　
　

■　
　

■

　

文
部
科
学
省
は
「
個
別
最
適
で
協
働

的
な
学
び
」
を
指
導
要
領
で
重
視
し
て

い
る
。視
察
を
機
に
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
自
分
の
個
性
を
最
適
に
活

か
し
た
生
き
方
を
自
ら
の
頭
で
考
え
、

他
の
人
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
大
切

に
で
き
る
、
民
主
的
で
持
続
可
能
な
社

会
の
主
人
公
に
な
る
た
め
に
、
人
権
に

根
ざ
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
を
推
し
進
め
て
い

き
ま
す
。

稲
城
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

　
　

村
上
洋
子

究
員
の
一
木
玲
子
さ
ん
は
、「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
は
、
障
が
い
児
が
普
通

学
級
で
学
ぶ
た
め
の
方
法
論
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
人
権
に
根
ざ

し
た
教
育
を
保
障
す
る
た
め
の
教
育

の
あ
り
方
だ
」
と
い
う
。ま
さ
に
こ
の

こ
と
に
尽
き
る
―
―
と
い
う
の
が
、
た

く
さ
ん
の
学
校
を
視
察
で
き
た
私
た

ち
の
実
感
な
の
で
あ
る
。

　

学
校
は
社
会
の
縮
図
で
あ
り
、
家
庭

や
社
会
の
価
値
観
に
子
ど
も
も
当
然

影
響
を
受
け
て
い
る
。で
あ
れ
ば
、
ま

ず
学
校
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
事
だ
。

学
校
教
育
で
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
こ
の
先
の
民
主

的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
主
人
公
と

な
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
か
ら

で
あ
る
。

子
ど
も
と
教
員・保
護
者
が
一
緒

に
な
っ
て
学
び
合
う
実
践
か
ら

　

50
年
以
上
に
わ
た
り
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
を
実
践
し
て
き
た
大
阪
府

豊
中
市
の
南
桜
塚
小
学
校
に
は
、
現
場

の
教
員
た
ち
が
子
ど
も
や
保
護
者
と

一
緒
に
な
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
「
学

び
合
い
」
の
教
育
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ

　

普
通
学
級
を
変
え
て
い
く
＝
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
が
世
界
標
準
と
な

る
い
ま
、
日
本
は
な
か
な
か
そ
う
は

な
っ
て
い
な
い
。大
多
数
の
人
が
障
が

い
は
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
て
、

そ
れ
が
差
別
で
あ
る
と
気
づ
い
て
い
な

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は

「
人
権
に
根
ざ
し
た
教
育
」の
あ
り
方
そ
の
も
の

　
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
子
ど
も
部
会
は
今
年
1
月
、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

と
題
し
て
視
察
報
告
会
を
開
催
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
学
校
を
訪
ね
る
中
で
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
が
当
た
り
前

の
学
校
に
出
会
っ
た
こ
と
、そ
の
実
践
例
を
シ
ェ
ア
し
、今
後
の
政
策
立
案
に
生
か
す
た
め
の
振
り
返
り
の
場
と

な
っ
た
。

東京・生活者ネット子ども部会の「インクルーシブ教育」視察報告会。東洋大学客員研究員の一木玲子さんが基調講演を行った。
1月13日

い
社
会
を
変
え
て
い
く
に
は
、
差
別
を

し
た
人
や
社
会
の
責
任
を
問
う
と
と

も
に
、
構
造
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
、

実
践
例
か
ら
学
び
取
る
必
要
が
あ
る
。

　

視
察
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
も
協

力
い
た
だ
い
た
、
東
洋
大
学
客
員
研

実際割合（青・斜線）

模擬割合（黄色）



No.415  2026.4.1　〈第三種郵便物認可〉
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編集後記／東京電力福島第一原発事故発生から15 年の 3月11日、3つの集会をハシゴ。経産省前テン
トひろばの集会では「だれも大事故の責任をとらず、だれも安全と言わない原発推進をやめろ」、日本原
電前のヒューマンチェーンでは「東海第二原発を廃炉に」、東電本店前では「柏崎刈羽原発の稼働を停止
しろ」と訴え、「原子力緊急事態宣言発令中」とコールした。今も、4万 8千人が避難生活を強いられている。
福島原発の電気を使っていたのは、柏崎刈羽原発の電気を使うのは、地元ではなく、首都圏・東京のわ
たしたちだ。自分ごととして、引き続き声をあげていく。（上坂）

新年度予算特別委員会質疑より
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

女性と政治と未来ゼミWOMEN, POLITICS, AND THE FUTURE 
SEMINAR　2026（5月～ 7月）　参加者募集
プログラム（全６回） 各回とも10 時～ 12 時
第１回　5月16日 （土）　生き方を変えよう！くらしと政治を身近にした 50 年
第２回　5月30日 （土）　みんなで社会を変える—政治は生活の道具
第３回　6月13日 （土）　自治体の法律―条例　市議会・区議会・都議会
第４回　6月27日 （土）　あなたの解決したいこと？それって政治
第５回　7月11日 （土）　地域に必要なものをつくろう―市民活動から議会または行政を動
かす
第６回　7月25日 （土）　政治を変えよう
☆６回の講座のほかに、希望者は６月議会傍聴へご案内します。
会場：生活クラブ  クラブ館（経堂駅）／第 3 回のみ都庁都議会棟（都庁前駅）
対象：18 歳～ 50 歳代（保育が必要な方はお申し出ください）　定員：20 名
申し込み期限：5月1日　参加費：全６回 5000円（学生割引 2500円）／ 1 回 1000円
主催：東京・生活者ネットワーク
お問合せ：TEL03-3200-9189　tokyo@seikatsusha.net

　

都
議
会
第
1
回
定
例
会

で
は
新
年
度
に
む
け
た
予
算

審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。9
・

6
兆
円
の
一
般
会
計
を
は
じ

め
、
全
特
別
会
計
含
め
る
と

合
計
約
18
兆
円
と
い
う
ス
イ

ス
の
国
家
予
算
に
も
匹
敵
す

る
大
き
な
予
算
。岩
永
や
す

代
は
予
算
特
別
委
員
会
に
登

壇
し
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

実
現
に
む
け
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
、

緑
の
確
保
策
、
子
ど
も
の
権
利
に
基
づ

く
施
策
、
誰
も
が
と
も
に
学
べ
る
学
校

づ
く
り
、包
括
的
性
教
育
、ケ
ア
ラ
ー
支

援
な
ど
を
テ
ー
マ
に
質
疑
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
生
抑
制
と
分

別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
強
化
を
急

げ
！　
焼
却
量
「
40
％
削
減
」
ま

で
あ
と
4
年

　

東
京
都
が
掲
げ
る
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
東
京
戦
略
」で
は
、
再
エ
ネ
拡
大

と
並
ん
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
が

重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
の

プ
ラ
ご
み
の
約
8
割
は
使
い
捨
て
の
容

器
包
装
で
、
一
人
あ
た
り
年
間
約
30 

kg

と
世
界
で
も
突
出
し
て
い
ま
す
。東
京

都
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
量
を

2
0
3
0
年
ま
で
に
「
2
0
1
7
年
比

40
％
削
減
」、
さ
ら
に
2
0
3
5
年
に

50
％
削
減
す
る
独
自
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
焼
却
量
は
依
然
と
し
て
約

70
万
ト
ン
と
横
ば
い
の
ま
ま
。目
標
達

成
に
は
抜
本
的
な
対
策
が
必
須
で
す
。

　

そ
こ
で
自
治
体
の
分
別
回
収
強
化
支

援
と
、リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に
、

材
質
ご
と
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
高

精
度
で
選
別
で
き
る
光
学
選
別
機
の
導

入
支
援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。同
時
に
、

９
都
県
市
と
連
携
し
た
発
生
抑
制
の
強

化
と
と
も
に
、
都
独
自
の
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
規

制
の
し
く
み
の

構
築
を
提
案
し

ま
し
た
。マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
も
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、都
が
率

先
し
て
行
動
す

べ
き
で
す
。

ユ
ー
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
包
括
的
性

教
育
の
充
実
を

　

子
ど
も
や
若
者
が
、
自
分
と
他
者
を

大
切
に
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、か
ら
だ
の
し
く
み
や
性
の
多
様
性
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

ツ
を
総
合
的
に
学
ぶ
包
括
的
性
教
育

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
際
的
に
は
す
で

に
標
準
と
な
っ
て
い
る
学
び
を
、
東
京

で
も
確
実
に
保
障
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
来
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
「
ユ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
」は
、
医
師
や
看
護
師
等
に
よ
る

個
別
相
談
に
加
え
、
緊
急
避
妊
や
妊
娠

判
定
に
関
す
る
診
療
も
支
援
対
象
と
な

り
、
中
高
生
や
若
者
が
性
に
関
す
る
悩

み
や
健
康
課
題
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
と
し
て
、
期
待
し
ま
す
。ま
た
、
性
暴

力
被
害
者
支
援
で
は
、
新
た
に
男
性
向

け
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
す
が
、
女

性
被
害
者
が
圧
倒
的
に
多
い
現
状
を
踏

ま
え
、
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
の
拡
充

と
、
困
難
女
性
支
援
の
関
係
機
関
と
の

連
携
も
求
め
ま
し
た
。

　

都
教
委
は「
性
教
育
の
手
引
き
」を
活

用
し
、
産
婦
人
科
医
に
よ
る
授
業
を
支

援
し
て
い
ま
す
が
、
実
施
校
は
40
校
に

と
ど
ま
り
ま
す
。デ
ー
ト
D
V
防
止
や

性
の
多
様
性
を
扱
う
人
権
教
育
と
あ
わ

せ
、
よ
り
多
く
の
学
校
で
体
系
的
に
学

べ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。国
で
は
不
同

意
性
交
罪
を
教
え
や
す
く
す
る
た
め
の

学
習
指
導
要
領
改
訂
が
進
ん
で
お
り
、

性
交
に
つ
い
て
直
接
触
れ
ら
れ
な
い

「
歯
止
め
規
定
」の
見
直
し
も
含
め
、
時

代
に
あ
っ
た
改
定
と
な
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
元
都
議
会
議
員

小
松
久
子

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、

C
L
）の
も
と
に
は
、年
間
約
17
万
件

の
電
話
と
５
万
件
の
オ
ン
ラ
イ
ン

チ
ャ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
の

声
が
寄
せ
ら
れ
る
。主
訴
で
最
も
多

い
の
は
自
分
の
こ
と
、
次
に
学
校
の

こ
と
、性
の
こ
と
、と
続
き
、性
に
関

す
る
電
話
は
20
％
、
チ
ャ
ッ
ト
で
は

４
％
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
（
電
話

と
チ
ャ
ッ
ト
の
差
に
つ
い
て
は
こ
こ

で
は
深
掘
り
し
な
い
）が
、主
訴
の
背

景
に
性
的
な
感
情
や
行
動
、
事
象
が

潜
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
た
い
へ
ん
多

い
と
現
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は

実
感
し
て
い
る
。

　

昨
今
、
子
ど
も
が
性
暴
力
に
巻
き

込
ま
れ
る
報
道
が
相
次
ぎ
、
子
ど
も

が
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
が
、
C
L
に
は
「
性
」
の
知
識
不

足
や
S
N
S
な
ど
か
ら
の
誤
情
報

に
よ
る
不
安
や
困
惑
の
声
が
多
数
届

く
こ
と
か
ら
も
、
性
の
学
び
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

「
性
」
の
本
質
を
教
え
な
い
不
作

為
が
子
ど
も
を
不
幸
に
し
て
い

る
　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、

C
L
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
会
は
「
人

権
」を
ベ
ー
ス
に「
性
」を
科
学
的
か

つ
広
範
に
と
ら
え
た
「
包
括
的
性
教

育
」
の
推
進
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
立
ち
上
げ
、
2
月
11
日

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
全
国
の
賛
同
者
代
表

と
し
て
教
育
評
論
家
の
尾
木
直
樹
さ

ん
が
、
ご
自
身
も
同
じ
目
的
で
活
動

を
始
め
た
こ
と
を
語
り
「
と
も
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー
ル
。パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、都
立
七

生
養
護
学
校
事
件
（
＊
）の

原
告
側
弁
護
人

と
し
て
か
か
わ
っ
た
木
村
真
実
さ
ん
、

元
養
護
教
諭
と
し
て
包
括
的
性
教
育

を
長
く
実
践
し
現
在
は
若
者
支
援
活

動
に
携
わ
る
金
子
由
美
子
さ
ん
、私
・

小
松
久
子
（
C
L
支
援
セ
ン
タ
ー
理

事
）
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
長

と
し
て
登
壇
し
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
。

　

私
が
特
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、

「
性
」に
対
す
る
無
知
や
誤
解
に
よ
っ

て
悩
み
、
傷
つ
く
子
ど
も
た
ち
の
存

在
だ
。「
性
」の
本
質
を
教
え
な
い
と

い
う
不
作
為
が
子
ど
も
を
不
幸
に
し

て
い
る
状
態
を
こ
れ
以
上
放
っ
て
お

け
な
い
。「
性
」を
体
系
的
か
つ
ト
ー

タ
ル
に
学
ぶ「
包
括
的
性
教
育
」が
義

務
教
育
に
位
置
づ
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
法
律
に
定
め

る
必
要
が
あ
る
。国
会
議
員
に
協
力

を
要
請
し
動
き
出
そ
う
と
し
た
矢
先

の
、
先
の
衆
院
選
で
計
画
が
流
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な

い
。が
、ま
ず
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
社

会
変
革
を
め
ざ
す
べ
く
、
草
の
根
の

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

（
＊
）【
七
生
養
護
学
校
事
件
】
2
0
0
3
年
、

当
時
の
都
立
七
生
養
護
学
校
で
実
践
さ
れ
て
い

た
取
り
組
み
に
対
し
一
部
の
都
議
が
「
行
き
過

ぎ
た
性
教
育
」だ
と
し
て
介
入
、
都
教
委
が
行
っ

た
懲
罰
人
事
や
教
材
没
収
な
ど
を
教
諭
た
ち

が
抗
議
し
訴
訟
に
発
展
し
た
、一
連
の
事
件
。

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
と
進
め
よ
う
！

包
括
的
性
教
育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

草
の
根
活
動
拡
大
に
向
け
キ
ッ
ク
オ
フ

チャイルドラインの包括的性教育推進キャンペーン・キックオフイベント。パネルディスカッショ
ンで発言する、小松久子。2月11日、渋谷区内で

キャンペーン賛同者として応援メッセー
ジを述べる、教育評論家 / 一般社団法
人包括的性教育研究協議会代表の尾
木直樹さん

　杉並・生活者ネットワークは、
6月28日投票の杉並区議会議員
補欠選挙にむけて、新人・向井よ
しかの擁立を決定しました。

6 月杉並区議補欠選にむけて

■1972年札幌市生まれ■都立石神井高
校卒■95年成蹊大学卒■ベースボール・
マガジン社に勤務、記者として子どもの
スポーツ現場からオリンピック、パラリンピックまで取材、執筆
■2007年～編集ユニットを起ち上げ、おもに柔道や競泳、女性ス
ポーツにまつわる記事を各メディアに寄稿■15年～生活クラブ
生協で食と農業、まちづくりの活動■19年～柔道を
通じた国際交流・社会貢献を行う NPO 法人スタッフ
■23 ～ 24年杉並区子どもの権利擁護に関する審議
委員会区民委員（公募）●全国手話検定 3 級

杉並区議補欠選
6月21日告示・
28日投票

むか　 い               温           夏
向井よしか

プラスチックごみ削減の質問では、都の「ゼロエミッション東
京戦略　Beyond カーボンハーフ」にあるグラフをパネル
掲示した。2026年3月13日

インクルーシブ教育の質問で小池知事は、「誰もが互い
を尊重し、自分らしく活躍できる共生社会をつくり上げる
ため、子どもたちの個性を強みとして発揮でき、相手のこ
とを理解できる教育は重要」と答弁した


